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ロンドン五輪陸上競技の代表に６月１１日、中央大学の飯塚翔太選手（法学部３年＝藤枝明誠高、静岡県出身）、
舘野哲也選手（商学部３年＝東京・郁文館夢学園高、茨城県出身）の２人が決まった。
現役学生の陸上五輪代表は１９６４年東京大会以来４８年ぶりの快挙。２人の喜びようを伝えるとともに、
小栗忠・陸上競技部監督に彼らの長所、出場種目の見どころなどを聞いた。五輪観戦ガイドでもある。

〜現役学生の陸上代表は４８年ぶり
　五輪を生んだ高校からの一貫指導〜

五輪陸上代
表に飯塚・舘

野両選手

メールじゃ伝わらない

　大阪から小栗監督に「代表入り２

人」のうれしいニュースが入った。１０日

まで大阪で日本選手権が開催され、こ

の日は代表選手を選ぶ理事会だった。

五輪で飯塚選手は２００ｍとリレーに、舘

野選手は４００ｍ障害に出場予定だ。

と短い言葉に思いを込めた。大学東豊

田寮に戻り、朗報を待っていた。

　電話のあと、連絡が取れない。話し

中。ずっと話し中。五輪の知らせが２人

を急に忙しくさせた。ナマの声で喜びを

分かち合っていた。

　

連携指導の勝利

　飯塚選手は昨季の日本インカレ２００

ｍ優勝。今季は関東１００ｍを制した。

２０１０年世界ジュニア選手権２００ｍ

で、日本人初の金メダルを獲得して、将

来を有望視されていた。

　母校・藤枝明誠高の指導者、佐藤

常保先生は中大との交流が深く、浜松

出身の小栗監督の恩師とは古くから

の知り合いだ。強化・指導方針は小栗

監督にそのまま伝えられる。高校から大

学への一貫指導。正しい道をまっすぐ

に歩く。

　スポーツ界には“船頭多くして船山に

上る“との言葉が消えない。一家言もっ

た指導者がそれぞれ独自の経験則をあ

れこれ教えるため、選手が悩みもがく、悪

しき例が多くみられる。こうしたなか、中大

の一貫指導は際立つシステムだ。

　舘野選手は５月の関東学生対校選

手権４００ｍ障害で２位。混成競技に挑

　小栗監督は、２人同時に急いでメー

ルを打った。

　「決まりました。おめでとう」

　飯塚選手は１００ｍ４位、２００ｍ２位。

舘野選手は４００ｍ障害３位。

　レース内容と実績から五輪代表は確

実視されていて、決定の確定がほしかっ

た。２人は電話で「ありがとうございます」



飯塚、舘野両選手の観戦ポイント

飯塚選手 舘野選手

中大・小栗忠監督
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世界のトップと勝負だ！
「オリンピックで自己記録を更新し、

準決勝進出が目標です。準決勝で

は世界のトップレベルの選手と勝負

をして、どれだけ通用するかチャレン

ジしてみたい」

（自己記録２００ｍ/２０秒４５）

記録はまだ伸びる！
「記録はまだまだ伸びると思うので

４９秒２〜３台のタイムを出していき

たい。自分の力が出せるよう本番へ

向けて万全の調整をしていきたいと

思います」

（自己記録４００ｍ障害/４９秒４９）

▽飯塚翔太選手（２００ｍ）

　注目は後半の伸びです。１００ｍは６０

ｍ過ぎから、２００ｍでは１２０〜１８０ｍの

走りが彼の素晴らしいところ。

　日本人選手はスタートよく飛び出し、

周囲を喜ばせますが、その後ばててしま

うレースが多かった。

　彼はスタートで失敗しても慌てない、

後半に追い上げる。練習から１００ｍ、

２００ｍをトータルで考えています。ゴー

ル前１ミリでも先に行っていれば勝て

る。高校時代からリラックスして走る練

習を積んできました。

　力みはよくない結果をもたらします。１

本走るたびに力まないように、力を入れ

ないようにしてきました。いまは、慌てま

せん。精神力が強くなっています。

　１８５ｃｍの大型選手です。トップスピー

ドに入るとコーナーを曲がれないことに

もなります。２００ｍではレーンが６〜８が

いい。コーナーが緩やかです。ここも注目

してください。日本選手権２００ｍ決勝２

位は８レーンからのスタートでした。

▽舘野哲也選手（４００ｍ障害）

　顔がいかつく、気持ちが強い半面、

器用な男です。４００ｍ障害はハードル

１０台を越えていく。ハードルとハードル

の間はだいたい14歩で走る。それが15

歩になることがある。

　リズムを崩した、と慌てる選手が多い

中、彼は15歩でも平気。次に14歩を取

り戻す。交互に歩数をかえられる。しか

も両足のどちらでもハードルを越えられ

る。器用というのはここです。

　ピンチになっても跳ね返す技術と強

い精神力。いいリズムで、満遍なく走る。

14歩？15歩？　右足？左足？　歩数やど

ちらの足で越えていくか。見てほしいポ

イントです。

んだ高１では歴代２位。高２で歴代１位

に輝く抜群の運動能力を見せつけた。

混成競技とは「キング オブ アスリート」

と称賛される十種競技の中から２種目

を除いて高校生仕様にしたものだ（１００

ｍ、走幅跳、砲丸投げ、４００ｍ、１１０ｍ

障害、走高跳、やり投げ、１5００ｍ）。

　その高校時代の指導者も、中大との

関係が深い。五輪選手は一日にして成

らず。連携プレーの勝利である。


